
（別紙様式）

達成度

評価対象 評価項目 具体的数値項目
自己
評価

外部アン
ケート等 総合

①　総合学科高校として特色あるキャリ
ア教育活動に満足している生徒が80%以上
である。

・１年次では系列や科目のガイダンスを充実させ、興味関心や進路希望との齟
齬をきたさないよう二者面談や三者面談等でしっかりと確認する。また、キャ
ンパス見学やインターンシップを実施し、事前・事後学習にも積極的に取り組
ませ、自らの将来を考えさせる。
・２年次では、「自己探究セミナー」を通して自らを客観視し掘り下げさせる
とともに、１年次に選択した系列ごとの学習の充実も図ることで、主体的に進
路選択を考えられるように働きかける。
・３年次では、できるだけ早くから二者面談等を行い、進路目標達成に向けて
の具体的な取り組みができるような準備をさせる。

A A A

・１年次では、系列・科目ガイダンスを充実させるとともに、二者面談・三者面談を重視
して、生徒が主体的な選択を行うことができた。キャンパス・企業見学やインターンシッ
プ、福祉交流や外部講師による進路講話も実施でき、自身の進路について考える機会を持
たせることができた。
・２年次では、「地域を知る」講座と沖縄修学旅行の事前・事後学習をとおし、渋川や群
馬の地域性を学ぶとともに、平和学習についても深めることができた。また、３年次の科
目選択も主体的に取り組むことができた。
・３年次では、外部講師による進路講話も経験するなど、自らの進路実現に向けて主体
的・具体的に取り組むことができた。

②　学校の諸活動に意欲的に取り組んで
いると感じている生徒が80%以上である。

・部活動や体育祭等の学校行事を通して、学校への帰属意識を高める。入学式
や体験学習会などの学校行事で生徒に係業務をさせたり、発表の機会を設ける
など、生徒に積極的に学校行事に関わらせる。

A A A
・球技大会や体育祭等の行事では、積極的に競技に取り組む姿が見られた。また、オープ
ンスクール等においても校舎案内を生徒が行い、中学生・保護者に大変好評であった。引
き続き、生徒が活躍できる機会を設けていきたい。

２　生徒の主体的な学
びを引き出す「総合的
な探究の時間」（総合
研究）を行っています
か。

③　一連の学習活動（課題設定、調査・
研究、まとめ、発表等）を主体的な学び
であると自己評価している生徒が80%以上
である。

・学年ごとのキャリア教育指導用ワークシートを活用し、生徒自らが設定した
課題解決に向けたテーマに沿った「研究」が３年間を通してできるよう、導入
時からの指導の充実を図る。
・相互に研究成果を発表させることですべての生徒に刺激を与え、主体的な学
びに対する意欲を喚起する。

A A A

・「産業社会と人間」、「自己探究セミナー」、「総合研究」において、多くの生徒が主
体的かつ意欲的に取り組み、自分自身についてまたは自身の興味のあるテーマを深く考
え、まとめさせることができた。今年度以上に、学年ごとの総合的な探究の時間を有機
的・複合的に連結し、その学びを深めさせていきたい。

④　目的意識を持って主体的に学習や資
格取得に取り組み、自らを成長させよう
と努力している生徒が80％以上である。

・進路指導部や総合学科推進部と連携し、キャリア教育と結び付けながら、授
業や資格取得への意識を高める。
・各教科と連携し、希望者に対して放課後に検定等の補習を実施するなど、計
画的に指導する。

B B B
・各系列・コースにおいて、積極的に資格取得に取り組む生徒の姿が見られた。
・資格取得や総合研究を進路と結び付けて、今後も生徒が主体的に学習に取り組めるよう
な環境を整えていきたい。

⑤　学習に対する達成感・満足感をもっ
ている生徒が80％以上である。

・１年次に国語、英語、数学を中心に少人数・習熟度別授業を実施し、基礎・
基本の定着を図る。
・ＩＣＴ機器を効果的に活用し、誰にとっても分かりやすい授業展開を実施す
る。

B B B
・多くの授業でＩＣＴを有効に活用し、生徒が自己決定、対話・交流、試行錯誤を通して
問題解決能力を高められるよう、積極的に授業改善に取り組んだ。
・オンライン授業の体制を整え、学級閉鎖等にも問題なく対応することができた。

⑥  職員会議や学年会議において、生徒
に関する情報交換を月に１～２回程度
行っている｡

・定期的に、職員会議や分掌・係・学年などの会議をして、些細なことでも生
徒に関する情報交換をすることで、全職員の共通理解を図る。 A - A

・職員会議、運営委員会、学年会議、各分掌会議と生徒の状況を把握する機会があり、定
期・不定期の情報交換がされている。また、議事録を管理職に必ず提出して、教職員全体
で情報共有できるようにしている。

⑦　部活動等への加入率が70%以上であ
る。

・部活動紹介や部活動見学の際に、部活動をする意義を伝えるとともに、魅力
ある活動を通して加入率を高める。 C B B

・部活動加入率は５８．４％である。昨年度に比べ１０％減の数値であり、新入生に対す
る部活動紹介の内容を充実させて、加入率を高めたい。

５　学校はいじめの防
止や早期発見に向けた
取り組みを積極的に
行っていますか。

⑧　いじめの解消率が90％以上である。 ・学校いじめ防止基本方針、学校いじめ防止プログラム、学校いじめ対応マ
ニュアルを生徒、保護者に周知し、未然防止、早期発見、早期対応を徹底し
て、いじめの根絶を図りたい。 A C B

・今年度のいじめ認知件数は４件であった。いじめの早期対応を心がけており、法に基づ
いた組織の対応により大きなトラブルにならずに、解消、あるいは解消に向かっている。
いじめについては発見に対する対応は概ねできているが、いじめ防止やいじめの早期発見
について内部と外部の評価が違う点は課題である。

６　生徒は規則正しい
学校生活を送っていま
すか。

⑨　基本的生活習慣を身に付け、服装頭
髪など身だしなみがしっかりしている生
徒が90％以上である。

・基本的生活習慣の確立、挨拶や身だしなみについて生徒の意識を向上させる
ように、全職員が共通理解のもと指導する。 B A A

・年５回の定期試験最終日などを利用して、定期的・組織的に服装・頭髪指導を行ってい
る。身だしなみ指導については、教職員が同一歩調で、生徒へ公平な指導ができるよう
に、身だしなみ指導体制の再構築の検討を実施したい。

⑩　家庭と連携を図ることで、生徒の遅
刻者数は、１日平均１％以内である。

・遅刻が続く生徒に対しては、担任から家庭に連絡を入れることを徹底して、
遅刻から欠席につながることがないように、早期対応をする。 C A A

・遅刻率については１．３７%と目標以下の数値となってしまった。遅刻者数の減少に向け
て今後取り組んでいかなければならないと考えている。生徒には規則正しい生活を送るこ
との大切さを理解させ、社会の中で信頼される人間作りを心がけていきたい。

⑪　「自己の生き方」と「将来の職業」
との関連を幅広く考えさせる活動を実施
し、進路実現に向けて積極的に取り組ん
でいる生徒が80％以上である。

・各行事やテストを実施後、自己に対する理解と課題を発見させ、成長を促
す。
・総合的な探究の時間とLHRを効率的に組合せ、３年間を見通した一貫性のあ
るキャリア教育を実施する。その際に「高校卒業時の進路」を「その後の自己
の生き方」につなげるための考察の機会を各学年に必ず設ける。

A A A

・進路実現に向け積極的に取り組んでいる生徒についての回答結果は９０％以上であっ
た。今後も他分掌と連携し、現状を把握した上での指導計画を考察し、３年間の総合的な
探究の時間の計画について、生徒の実情に即したキャリア教育を実現していくことを目指
したい。

⑫　生徒の将来の志望について理解して
いる保護者が80%以上である。

・三者面談で、進路希望について必ず確認する。
・進路希望調査実施前に家庭で保護者と進路について相談させる。 A A A

・将来の進路志望の理解について、理解しているという回答が生徒９５％に対し保護者が
９０％であった。昨年度は３％の差だったので、この差を少なくすることができるよう、
今後も三者面談等で確実に確認していけるようにしたい。

８　適切な進路情報を
提供していますか。

⑬　進路だよりを必要に応じて随時（年
間１２回以上）に発行している。

・進路だよりを毎月発行し、本校卒業生の進路状況や学習状況、入試の動向や
求人状況など、進路関連情報を提供する。
・発行の際は一斉メールで保護者に連絡し、Ｗｅｂページにアップする。
・生徒の進路希望別に随時集会を設け、情報の提供を行う。

A B B
・必要に応じ随時発行することはできたが、外部アンケートでの評価が低かったため、掲
載内容を検討し、発信する情報をさらに興味を持ってもらえるものにしていきたい。

⑭　定例会議を月１回以上開催する。 ・悩み等を抱えている生徒の職員間の情報共有とそれに伴う迅速な初動対応が
できるように、解決に向けてチームで協働する。特に、学年会議での生徒情報
を定期的（会議形式、回覧形式）に係で共有する。 A A A

・定例会議の実施が難しかったが、学年主任の協力により、職員間の情報共有を迅速に行
うことができた。また学年会議での生徒情報を回覧し情報共有を図った。次年度は、可能
な限り定例会議を時間割に組み、チームとして協働する体制を強化したい。

⑮　教育相談通信・スクールカウンセ
ラー通信を定期的（年間６回以上）に発
行する。

・生徒や保護者のニーズにあった内容のＳＣ通信並びに教育相談通信を発行す
る。また、係職員が輪番制で作成することにより、内容の幅を広げ、効果的な
情報発信を行う。

A B A
・昨年度より外部アンケートでの評価は上昇したが、生徒や保護者のニーズにあった内容
の掲載や発行時期を心がけ、次年度も情報を提供をできるようにしていきたい。

⑯　学校の教育活動を地域及び関係機関
の方々に理解してもらうために「学校公
開」を年３回以上実施している。

・授業公開や体験学習会など、多くの方に興味を持っていただけるよう、内容
を工夫する。
・学校の教育活動を伝えるために学校通信を発行する。
・Ｗｅｂページやインスタグラムの内容を充実させる。

A A A
・中学３年生向けの学校公開を４回実施した。９月のオープンスクールと１２月の学校説
明会では、校舎案内を生徒が行い、参加者に大変好評であった。
・今年度は新たな取組として、ＰＴＡ総会の授業公開を中学３年生・保護者も対象とし、
同日に中学校職員対象の説明会も行った。

⑰　ＰＴＡ総会、学年保護者会等に積極
的に参加している保護者が70%以上であ
る。

・ＰＴＡ総会、ＰＴＡ諸会議、マナーアップ運動、ＰＴＡ研修会等のＰＴＡ活
動をより参加しやすいよう改善を図る。また、各学校行事等に家庭や地域社会
が積極的に関われるよう、魅力的な運営・内容を心掛け改善を進める。
・ＰＴＡ新聞を通じて本校の諸活動や生徒の様子を広く家庭や地域に伝える。
また、Ｗｅｂページやスマート連絡帳及びオクレンジャーを効果的に活用し、
広報活動や連絡を徹底する。

D D D

・ＰＴＡ総会及び学年保護者会は、保護者が参加できるように土曜日に実施していたが、
保護者の勤務形態も多様化しており、土曜日でも参加が難しい状況である。今後は実施日
時の見直しやオンライン総会の導入などを検討したい。併せて、総会で生徒の発表機会を
設けるなど、引き続き保護者が「参加してみたい」と思える総会や保護者会となるよう、
工夫していきたい。

11　家庭、地域社会の
教育力を活用していま
すか。

⑱　保護者や地域社会の人を講師とした
講演会などを年３回以上実施している。

・各系列の学習内容や生徒の興味、関心(特に進路)に合わせてテーマを選び、
講演会を実施する。

A ‐ A
・ＰＴＡ研修会での参加保護者は、各分野の講師を通じて、普段は聴くことのできない情
報を収集したり、生徒の進路実現に向けた最新情報を入手したりして、有意義な時間と
なった。今後とも、生徒の実態に合わせた研究会を遂行していきたい。

12　ＩＣＴを活用した
指導を行っています
か。

⑲　ＩＣＴを活用した授業に満足してい
る生徒が80%以上である。

・ＩＣＴ機器を効果的に用いるとともに、Ｇｏｏｇｌｅクラスルームの活用を
推進する。また、オンライン授業の体制を整える。 A A A

・ＩＣＴ機器を積極的に活用し、主体的、対話的で深い学びへとつながる授業を行うこと
ができた。また、オンライン授業の体制を整えることができた。
・Ｇｏｏｇｌｅクラスルームを積極的に活用し、各種通信等の情報発信を行うことができ
た。

13　ＩＣＴを活用した
業務改善を行っていま
すか。

⑳　オンラインによるアンケートを３回
以上実施している。

・学校評価アンケート、授業アンケート、学校行事の振り返り等、オンライン
で実施する。 A A A

・各種アンケートにＧｏｏｇｌｅフォームを活用し、学校全体としては８回以上実施し
た。また、３年の総合研究においてもＧｏｏｇｌｅフォームを積極的に活用する生徒が多
く、次年度も継続したい。

・青翠高校へ送り出した生徒たちが、自分の将来に向き合い、
段階的に成長している様子を感じる。総合学科の特色を有効に
生かしていると思われる。

・総合研究の発表を聞き、感動した。将来を見つめながら段階
的に学習して、今日に至っていると感じた。IT意識を持った発
表で、とてもわかりやすかった。生徒が自分の将来に向き合
い、成長していると実感した。
・特色ある学校として、より高く評価されるような取り組みを
これからも続けていくことを期待する。

・総合研究の発表の様子を聞いてると、興味ある分野をさらに
深化させて、専門学校等にすすんで勉強すれば将来にもっと生
かせるのではないかと思う。

・今年度の取り組みを継続してほしい。

・ＰＴＡ総会の保護者の参加が少ないのは、学校と保護者の連
携ができていないのではないか。それが、いじめに対する見解
の差にも表れているのではないかと思う。
・地域や保護者の声を聞き、より発展することを期待する。

・今年度の取り組みを継続してほしい。
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７　計画的な指導を
行っていますか。

Ⅴ　日常的な相
談活動が充実し
ていますか。

９　組織的・継続的指
導を行っていますか。

Ⅰ特色ある学校
づくりに努めて
いますか。

１　特色ある教育活動
（授業等）を行ってい
ますか。

Ⅱ　生徒の意欲
的な学習活動に
ついて適切な指
導をしています
か。

３　基礎・基本の定着
を図る指導が充実して
いますか。

達成状況のまとめ及び次年度の課題方　　　　　　　策 学校関係者評価
羅　　　　　　　　　針　　　　　　　　　盤

Ⅶ　教育デジタ
ル化に努めてい
ますか。

Ⅲ　生徒の充実
した学校生活に
ついて適切な指
導をしています
か。

４　組織的・継続的な
指導を行っています
か。

Ⅵ　開かれた学
校づくりに努め
ていますか。

点検・評価

10　家庭、地域社会に
積極的に情報発信をし
ていますか。

Ⅳ　生徒の主体
的な進路選択に
ついて適切な指
導をしています
か。

・いじめ問題の評価については、学校と生徒・保護者で差があ
る。いじめが見えにくい時代であり、ＳＮＳや画像の拡散など
もある。保護者との連携など、対応に苦慮している状況は中学
校も高校も同じだと感じた。
・子供によって学校のことを親に言う子供と、言わない子供が
いる。また、自分のことは言わないが、周りのことを言う場合
もある。
・今回の評価を、生徒の安定した学校生活の実現につなげても
らいたい。


